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12月定例会

質疑・一般質問

審議の様子は、インターネット中継や会議録検索システム（２月下旬掲載予定）にて
ご覧いただけます。

質　疑

12 月 11 日、12 日の本会議では、質疑３名、一般質問９名の議員が
                      議案や市政全般にわたり活発な質問を行いました。
                      主なものを紹介します。（発言順に掲載）

問
（仮称）市道鶉野飛行場線道

路改良事業用地についてお

尋ねします。 

　この道路は、まずは市道で整備

をして、あと国道 372 号に格上げ

するという計画のものですが、こ

の 372 号線の加西市における形状

についてどのように計画されてい

るか。

答
県庁の道路街路課、加東土

木事務所の担当者も交えて、

この一連のルートの選定や道路幅

員の計画について協議を行ってき

ました。そして、道路幅員は片側

3.25 ﾒｰﾄﾙの 2 車線、さらに 3.5 ﾒｰ

ﾄﾙの自転車歩行者道を片側に設け

道路幅員は 11.5 ﾒｰﾄﾙということで

決定しています。

問
散策用歩道事業用地につい

てお尋ねします。　 

　この散策用歩道は道路の歩道と

してではなくて、散策道として考

えられているが、散策用歩道の全

体計画は。

答
今回、散策用歩道用地の取

得範囲は、鶉野飛行場跡地

の西側に並行した 710 ﾒｰﾄﾙの区間

についてですが、鶉野飛行場跡地

の西側に並行し、延長 1.2 ｷﾛ、幅

員として 3.5 ﾒｰﾄﾙを計画していま

す。 

　散策用歩道の全体計画は、法華

口駅を起点とし、現在整備してい

る防空壕や機銃座、爆弾庫といっ

た戦争遺産を見学しながら飛行場

まで来ていただき、延長 1.2 ｷﾛの

飛行場跡地を眺めながら、さらに

は防災備蓄倉庫や整備構想の鶉野

ミュージアムを結ぶという計画を

しています。

問
鶉野飛行場跡のこの散策用

歩道を楽しみながら歩ける

ようにする工夫は。

答
この飛行場周辺では、スマー

トフォンを飛行場にかざす

と、紫電改が飛行場上空を飛ぶ画

像が見られるというようなアプリ

の開発を取り組んでいます。 

　ハード面だけではなく、ソフト

面も含めて工夫しながら、整備を

進めていきたいと考えています。
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